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◇ 兵庫の教育をよくする要請行動 

◇ 阪神・淡路大震災追悼の夕べ 他 

兵高教２０２５年新春の集い 
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ご臨席をいただいた来賓の方がた 
（順不同、敬称略） 

 

兵庫県教職員組合     中央執行委員長 森戸卓也  

神戸市教職員組合       執行委員長 柴田健太郎 

兵庫県学校厚生会職員労働組合  執行委員長 沖汐紀彦  

自治労兵庫県本部        執行委員長  山下忠之  

全水道神戸市水道労働組合   執行委員長 久常順治  

兵庫県学校厚生会          常務理事 西 山  修  

日本教育公務員弘済会兵庫支部  専任監事 安曇茂樹  

部落解放同盟兵庫県連合会     書記長 橋本貴美男 

韓国民団兵庫県地方本部                 団  長   金 相 英 

日朝友好県民の会          幹 事  渋谷  訓  

金沢大学                 石川多加子 

衆議院議員（国民民主党・兵庫３区）    向山好一  

衆議院議員（立憲民主党・兵庫６区）    櫻井  周  

衆議院議員（立憲民主党・兵庫７区）    岡田  悟  

衆議院議員（立憲民主党・兵庫 9 区）    橋本慧悟  

参議院議員 水岡俊一（兵政連代表・日政連議員団長） 

                                  秘 書   平野和子  

兵庫県議会議員（神戸市垂水区）            黒田一美  

神戸市会議員（北区）           伊藤めぐみ 

神戸市会議員（須磨区）          木戸貞一  

宝塚市議会議員              北野聡子  

伊丹市議会議員              岸田真佐人 

尼崎市議会議員              宮城亜輻  

芦屋市議会議員              中村亮介  

明石市議会議員              竹内きよ子 

三木市議会議員              古田寛明  

立憲民主党 兵庫県第４区総支部長     今泉真緒  

立憲民主党 兵庫県第 10 区総支部長     隠樹圭子  

１
月
18
日
（
土
）
16
時
よ
り
、
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
兵
高
教｢

２
０
２
５
年
新
春
の
集
い｣

を
開
催

し
ま
し
た
。 

来
賓
と
し
て
、
日
教
組
・
兵
教
協
加
盟
の
各
組
合
、

県
内
労
働
組
合
、
福
利
厚
生
団
体
・
民
主
団
体
の
代

表
の
方
々
、
各
級
議
員
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
現
職
の
組
合
員
に
加
え
、
創
立
以

来
兵
高
教
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
兵
高
教
Ｏ
Ｂ
の

方
々
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
盛
大
な
集
い
と
な

り
ま
し
た
。 

開
会
に
あ
た
っ
て
、
西
村
執
行
委
員
長
・
兵
高
教

執
行
委
員
長
は
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、「
昨
日
、
30
年

目
の
『
１
・
１
７
』
を
迎
え
た
。
震
災
に
よ
る
多
く

の
犠
牲
と
苦
難
を
乗
り
越
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
り
く

み
を
重
ね
、
一
人
ひ
と
り
の
命
と
権
利
を
大
切
に
す

る
共
生
社
会
の
構
築
を
す
す
め
て
き
た
」「
ま
た
、
今

年
は
被
爆
・
敗
戦
か
ら
80
年
目
の
節
目
で
も
あ
る
。

国
内
外
に
犠
牲
を
強
い
、
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
先

の
戦
争
に
対
す
る
深
い
反
省
か
ら
、
戦
後
日
本
は
再

出
発
し
、
平
和
で
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
民
主
社
会
を
め
ざ
し
て
歩
ん
で
き
た
。『
平
和
を

愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ

ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意
』
し
、『
全

世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か

れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と

を
確
認
す
る
』
と
い
う
憲
法
前
文
の
崇
高
な
精
神
は
、

今
も
色
あ
せ
る
こ
と
は
な
い
」
と
思
い
を
語
っ
た
上

で
「
諸
先
輩
方
か
ら
私
た
ち
、
そ
し
て
若
い
世
代
へ

と
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
培
っ

て
き
た
平
和
・
人
権
・
共
生
・
民
主
主
義
と
い
う
価

値
観
が
、
今
危
機
に
瀕
し
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、

「
課
題
が
山
積
し
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、

志
を
同
じ
く
す
る
全
国
の
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
、
平

和
で
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る
民
主
的
な
社
会
を

め
ざ
し
て
一
歩
一
歩
着
実
に
と
り
く
み
を
す
す
め
て

い
く
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
森
戸
卓
也
・
兵
教
組
中
央
執
行
委
員
長

ら
来
賓
代
表
の
み
な
さ
ま
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
各
級
議
員
の
方
々
か

ら
も
暖
か
い
激
励
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま

た
、
兵
高
教
Ｏ
Ｂ
・
初
代
書
記
長
の
西
田
勝
浩
さ
ん

か
ら
は
、
震
災
当
時
の
分
会
で
の
と
り
く
み
や
30
余

年
の
兵
高
教
運
動
を
振
り
返
り
、
変
わ
ら
ぬ
熱
い
思

い
と
若
い
世
代
へ
の
期
待
と
応
援
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

清
家
書
記
次
長
・
青
年
部
長
の
力
強
い
決
意
表
明

で
中
締
め
と
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
集
い
を

終
え
ま
し
た
。 

  兵教組・森戸委員長  

主催者あいさつ 
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 兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

ゆたかな教育の創造をめざす兵庫県民会議（教育創造県民会議） 

「兵庫の教育をよくする県教委要請行動」実施 
 １月１４日（火）午前、東灘区文化センターにおいて教育創造県

民会議の県教育委員会に対する「兵庫の教育をよくする県教委要

請行動」を実施し、兵高教からは運営委員の西村執行委員長が

出席しました。 

 冒頭、出石事務局次長（連合兵庫）から村田教育次長に、みなさ

んにご協力をいただいた２０万５，８２７筆の「兵庫の教育をよくする

県民署名」を手交し、谷垣事務局次長（兵教組中央執行委員）よ

り要請の趣旨説明が行われました。 

 その後、連合各地教代表・兵教組地域組合代表・運営委員より、

それぞれの要請項目について、現場や保護者、地域の実情と願い

を訴えました。兵高教からは、、高校の一人一台端末の公費負担の

実現や ICT環境整備と支援スタッフ配置の拡充、キャンパスカウン

セラーの更なる配置拡充と各学校へのスクールソーシャルワーカー

の配置、「子どもの権利条約」「子ども基本法」「生徒指導提要改

訂」等の周知と理解促進、「県立高等学校教育改革第３次実施計

画」の推進にあたり、引き続き子どもたちや保護者、教職員、地域

の方々などステークホルダーの意見を丁寧に聴き、その思いを反映

させること、などを求めました。 

 要請に対し、村田教育長からは丁寧な回答があり、それぞれの立

場で兵庫の教育のさらなる充実に向け、協力してとりくんでいくこと

を確認し、要請行動を終えました。 

阪神・淡路大震災３０年 児童・生徒・教職員 

追悼の夕べ 
１月１７日（金）、ご遺族の方々とともに、志半ばで無念にも亡くなら

れた児童・生徒、教職員の方々に思いをはせ、「阪神・淡路大震災３０

年 児童・生徒・教職員追悼の夕べ」がラッセホールで開催されまし

た。 

参列者の献花の後、森戸卓也兵教組中央執行委員長、藤原俊平

兵庫県教育長のおふたりから「１．１７への思い」が捧げられました。黙

祷に続き、神戸市立御影北小学校合唱部のみなさんに追悼の歌とし

て「笑顔の向こうに」「大切なふるさと」「絆」「しあわせ運べるように」

を歌っていただきました。最後に、西宮のご実家で被災し１歳半の息

子さんを亡くされた高井千珠さんから、「私たち家族の阪神・淡路大

震災＆３０年間のこと」と題し、 

お話しいただきました。 

なお、「笑顔の向こうに」は 

高井さんがご自身の思いを詩 

に託し、臼井真さんに作曲を依 

頼してできた作品です。 

－２０2５年度兵高教本部役員選挙について－ 
 
■選挙公示     １２月１４日（土） 

■立候補締切     １月１８日（土）  

■選挙公報・投票用紙の配布  

  ２月１日（土） 

■投票期間      ２月５日（水）～2 月２５日（火） 

■支部選管に提出   ２月２６日（水） 

■本部選管に提出   ２月２７日（木）午後 6 時まで 

■開票          ２月２７日（木）午後 6 時半 

                       神戸市教育会館 


